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　日本の少子高齢化の勢いは止まらな
い。結婚適齢期の若い人たちが結婚する
比率は落ちるばかりである。また結婚して
も産む子どもの数が三人以上というのは
少数派で、一人っ子の家庭も多い。これで
は人口の急激な減少は避けられない。な
ぜそんなことになってしまうのだろう。
　その理由の一つは、若い人たちが結婚
するためには、結婚後の経済的な見通しを
つけてからでなければ結婚できないという
社会的な条件を課せられていることにある
と思う。結婚式に出て来賓の祝辞などを聞
いていても、この新夫婦はその条件を満た
しているというような意味が伝わってくる
ことが多い。しかし今日の我が国の経済事
情は、若い人たちみんなに安定した仕事
を約束できるという状況にはない。結婚が
できなければ少子化は進むばかりである。
　日本全国押しなべて同じような状況だ
が、例外がある。沖縄県である。ここでは
若い人たちが結婚して子どもを産むという
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割合がこの十数年それほど落ちていない
のである。沖縄の若い人たちに聞くとそ
の答えは奮っている。「自分たちには貯
えがあるわけでもないし、安定した仕事
も少ない。経済的なことなどを考えてい
たら、一生結婚なんてできない。結婚は
できるときにするのだ。子どもも産めば
何とかなる」と。これは沖縄の女性がえ
らいのだと私は思う。
　だが、現在の日本の社会は「産めば何
とかなる」という状況にはほど遠い。いの
ちの電話に寄せられる多くの悩みから
も、そんなに甘いものではない状況が伝
わってくる。しかし「産めば何とかなる」
という社会は一つの理想の世界であり、
社会全体がその方向に舵をきらなけれ
ば、少子化の流れは変わらない。子ども
を産んで育てることに社会全体で支援し
ていく仕組みをぜひみんなで作っていか
なければならないと思う。
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熊本県の自殺の現状

自殺者数の減少が顕著
　平成10年以来、毎年3万人を超えていた全国の
自殺者数が平成24年に15年ぶりに3万人を下回
り、その後も減少傾向が続いています。更に減少
が続くよう願っています。
　熊本県の自殺者数も平成21年から減少傾向が
続いており、過去5年間の熊本県の自殺者数の推
移を右のグラフに示してみました。男性の自殺者
数は従来から女性の倍以上になっていますが、平
成24年と平成25年を比べると男性の自殺者数の
減少傾向が顕著に現れています。これは男性が経
済生活問題や勤務問題を原因として自殺する件数
が大幅に減少しているためと思われます。

１０月までの状況
　平成26年1月から10月までの自殺者数は全国で
21,468人。昨年同期が23,237人でしたので1,769人
減少しています。
　平成26年1月から10月同期間の熊本県での自殺者数
は300人、昨年同期で321人でしたので21人減少して
います。更なる減少につながるよう、みんなで頑張り
たいと思っています。

自殺死亡率の減少で熊本県が平成25年日本一に

　人口10万人あたりの自殺者数を自殺死亡率といいます。
　平成25年の自殺死亡率の最少県は神奈川県で17.2人、
次が奈良県の17.4人、全国平均は21.4人でした。熊本県
は20.8人で全国19位でしたが、自殺死亡率の減少では熊
本県が平成25年最も高い減少率となりました。平成24年
の自殺死亡率は24.7人でしたので、平成25年に前年比3.9
人の減少となり、日本一の自殺死亡率減少県となりまし
た。ちなみに第二位は山口県で3.6人でした。自殺死亡率
減少の要因は40代、50代の自殺者の減少が影響している
ようです。日夜努力している電話相談員とともに、自殺死
亡率の減少日本一となったことを心にとどめたいと思いま
す。

参考　平成25年警察庁生活安全局のデータ（Ｈ26は速報値）
　　　人口は総務省「人口推計年報」（Ｈ25.4.16 ）

出演者とお客様の声

第16回チャリティ公演、おかげさまで大好評でした。
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者
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）

全国合計 熊本県

H 25 23,237人 321人

H 26 21,468人 300人

差  ▲ 1,769人   ▲  21人

10月までの自殺者数 (人数)

全国平均 熊本県

H 24 21.8人 24.7人

H 25 21.4人 20.8人

差  ▲  0.4人  ▲  3.9人

自殺死亡率 (人口10万人あたり人数)
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　8月20日（水）市民会館崇城大学ホールで、第16回チャ
リティ公演を開催しました。中村花誠さんの企画・監修で
「納涼、みんなで楽しむ夏舞台」をテーマに、少女舞踊団
「花童」をはじめ、大勢の子供たちによる楽しい舞台が繰り
広げられました。
　第一部は「阿蘇悠久、大地の恵み」。壮大な阿蘇の映像
とVientoさんの強く優しい音楽、小出史さんの心にしみ入
る語りに合わせて、子供たちの和太鼓、日舞、ダンスなど
様々な表現方法で、古代の阿蘇から現代までの流れを表
現した舞台でした。

　第二部は「笑いヨガ」で幕が開き、笑いで会場がひとつ
になりました。引き続き、日本の美を表現する「花童」の艶
やかさ、華麗なヒップホップダンスの「B-smile」、個人技が
光る「HIGOm@tic」、ご当地アイドル「くまCan」、がそれぞ
れの夏を表現してくれました。
　フィナーレではゆるキャラを迎え、出演者全員がステー
ジに上がり、沢山の拍手の中、夏舞台は幕を閉じました。
　応援いただきました、熊本ロータリークラブはじめ企業・
団体の皆様、公演に足を運んでいただいた皆様に心から
感謝申し上げます。　

出演者とお客様の声出演者とお客様の声者 様様客客 声声出演者とお客様の声出演者とお客様の声

Viento
いのちの電話を以前か
ら応援しています。この舞
台で応援できてうれしい
です。

笑いヨガ
チャリティに参加して
幸せでした。元気をい
ただきました。

太鼓連盟
太鼓と踊りのコラボが
珍しく楽しかった。また
やりたいです。

B-Smile
大きな舞台に出るこ
とが出来、楽しく達成
感がありました。

場面の変化や衣装の綺麗さ
で楽しめました。

お客様の声
わらべの和の動きと色気が
素晴らしかった。

厳しい練習のことを思い感
動しました。

花喜楽
好きな踊りでチャリ
ティに少しでも貢献で
きて幸せです。

くまCan
HIGOm@tic
またこのような夢の
舞台に立ちたいです。

チャリティ公演報告

第16回チャリティ公演、おかげさまで大好評でした。げさまで大好評でした。げさまで大好評でした。でしィ公演、おかげィ公演、おかげティティ第16回チャリテ第16回チャリテ第第 ティチ第 げさげさ 大第16回チャリティ公演、おかげさまで大好評でした。第16回チャリティ公演、おかげさまで大好評でした。
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古本による寄付のお願い

受講生募集

お知らせとお願い

自殺予防啓発活動の一環として講演会を開催いたします。
多数のご参加を頂きますようご案内申し上げます。

日　程：平成27年2月28日（土）
　　　　13時30分～15時00分
場　所：熊本市医師会館（熊本市中央区本荘3-3-3）
講　師：日本福音ルーテル大江・宇土教会牧師
　　　　　立 野 泰 博　氏
演　題：「絶望の中で希望を創造する」
　　　　～ パレスチナと東日本大震災の中でみつけたもの ～
主　催：熊本いのちの電話（厚生労働省補助事業）

☆申込方法☆　住所・氏名・参加人数・電話番号を記入の上、「熊本いのちの電話」事務局に
　　　　　　　FAXでお申し込み下さい。平日10～15時は、お電話でも承ります。
　　　　　　　FAX 096－354－4665 ／ TEL 096－354－4343

講演会のご案内

「熊本いのちの電話」の相談員を目指す方のための養成講座の受講生を募集します。

日　　程：前期　平成27年5月13日～10月6日
　　　　　後期　平成27年10月20日～28年3月29日
　　　　　（上記期間の毎週火曜日、18時30分～20時30分）　　　
受講条件：23才以上の方
受　講　料：前期 1万5千円、後期 1万5千円
場　　所：熊本ＹＭＣＡ中央センター（熊本市中央区新町1-3-8）
締　　切：平成27年4月30日
お問い合わせ先：熊本いのちの電話事務局　TEL 096－354－4343
　　　　　　　　詳細を載せた講座案内を用意しております。

第32期電話相談員養成講座  受講生募集

古本による寄付の受付を始めました。
ご協力をお願いします。
お手元にある古本が「熊本いのちの電話」への寄付になる、そんな仕組みを作り
運用を始めました。古本を着払いでお送り頂くと、その買取額が寄付金として
「熊本いのちの電話」に納められます。皆さまのご協力をお願い致します。

（詳細は同封のご案内をご参照ください）

11月の実績（11月20～30日）

6件の合計額 2,900円也



社会福祉法人
事務局

〒860-8691　熊本中央郵便局私書箱155号
TEL096-354-4343
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赤い羽根共同募金配分金により作成したものです。

■編集後記
　街中のきらびやかなクリスマスが過ぎ新年を迎えました。
　近年クリスマスへ向けての準備は早く、電飾、グッズは年々盛
んになり、電飾を楽しむ家庭も増えてきました。通行人のひとり
としては結構楽しめます。
　さて、“一年の計は元旦にあり”昨年を振り返り、目標を達成
出来なかった人は今年こそはという強い思い決意があるでしょう
し、新しい目的を持ち今年に賭ける人もいるでしょう。
　とにかく年の始めは気持ちを引き締め新たにするにはよい機会
です。そこに何かきりっとした厳粛さを感じます。
　今年が皆様にとりまして佳き一年となりますよう、心からお祈
り申し上げます。

九州地区「いのちの電話相談員」
ワークショップ　長崎大会

7月19日㈯・20日㈰　　9名参加

「つなぐ、つながる、つなげよう」のテーマで、九州地区で活動している
相談員が集い、学び、親睦を深めました。

電話相談員養成講座
後期始まる

10月末に前期の修了式を終え、11月より
後期が始まりました。後期受講生12名の
方が、来春揃って研修生となられますよ
うに。

ボランティア週間バザー
於熊本交通センターコート

11月15日㈯

秋晴れの空の下、10時の開店前から大勢
のお客さんが品定め。開店と同時に売り
子たちは大忙し、閉店までには半分以上
の品物が売れ、35,320円の売り上げがあ
りました。品物をご提供くださいました
皆様には、心よりお礼申し上げます。

第32回いのちの電話相談員
全国研修会　ぐんま大会

11月13日㈭～15日㈯ 　6名参加

3日にわたり、記念講演・分科会・ワークショップ・シンポジウムが行われ
ました。ローカル暮らしをされている内山節氏の基調講演「いのちはどこに
あるか？」には、面白い気づきがありました。

全体研修
於　熊本県婦人会館
11月30日㈰

吉備国際大学　心理学部子ども発達教育学
科教授、加藤博仁先生をお招きして、日ご
ろ相談員が苦慮している事例についてお話
いただき、続いてのロールプレイでは、相
談者の心理を体験することで、これからの
対応や援助のあり方を再考することができ
ました。

第39回日本自殺予防シンポジウム
於北九州国際会議場
9月13日㈯　　7名参加

「生きていてよかったと思える人生とは」
　　　　　講師：森岡正博氏（大阪府立大学教授/哲学者）
自殺はいいのか悪いのか‥正直わからない。しかし人生は一度きり、どんなに苦し
いことがあっても、生きていて良かったと思える時がくるはず。－基調講演より－

行　　事 内　　容

熊本いのちの電話活動
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